
高知県農業振興部

農業イノベーション推進課

チーフ（データ駆動型農業推進担当）

小笠原　香

農業データ好きコミュニティ発足イベント～事例紹介～　令和5年3月20日  

高知県における

データ駆動型農業の取り組み
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自己紹介

園芸農家出身

東京農業大学農学部卒業

高知県庁に普及指導員と

して入庁

普及所20年、試験場3年

農業大学校2年

経営専門技術員5年

（農業振興部外に1年）

現在の職に就いて2年目
IoP (Internet of Plants)
植物の情報を「見える化」
「使える化」「共有化」
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1. IOPクラウド「SAWACHI」
サ　ワ　チ

出典:農林水産省Webサイト

(https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/menu/sawachiryori_kochi.html) 

予算：内閣府 H30～地方大学・地域産業創生交付金

Ｒ元　IoPプロジェクト検討開始

Ｒ３  プロトタイプで実証開始

Ｒ４  9月21日本格運用スタート
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「SAWACHI」全体像
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※
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ユーザー同士
でグループを
組んで、デー
タを共有する
ことも可能

「WAGRI」      市場データ  
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「SAWACHI」画面 5

アプリではなく
Webサービス。
PC、タブレット、
スマホで閲覧可。

環境測定装置、
カメラ等がネッ
ト接続されてい
れば見られます。

TOPページ

「SAWACHI」画面 6
TOPページ



栽培技術の改善指導に活用したいデータ

データ 内容（戸数はR5.2月末現在）

生産者属性 生産者属性データ（品目、面積、部会　等）820戸

圃場環境

１分おきのハウス内環境データ　401戸
　　（温度、湿度、日射量、CO2濃度）
10分おきのカメラ画像データ　134戸
機器稼働データ（ON/OFF時）　48戸

JA出荷 毎日のJA出荷データ　2,253戸

気象
10分単位のアメダス気象観測データ　26ヶ所

1時間おきの気象データ　約200地点
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2. データ駆動型農業の推進
「SAWACHI」で多くのデータが共有化できた。

次は、それらデータを使って栽培改善を促し、

農家の所得向上に繋げる取り組みが必要。
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予算：農林水産省

　R3 スマート農業総合推進対策事業費補助金

　R4 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業費補助金等の

         うちスマート農業の総合推進対策



①環境の整備

SAWACHI BIツール

ハウス
県普及員
JA指導員

Tableau
サーバ

1日1回データ更新

県普及員生産者

PC,スマホ等で
いつでもアクセス可

現場で収集したデータ

新たな分析を
アップロード

Tableau
分析画面で
営農指導

環境データ
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気象データ

出荷データ

リアルタイムに
データを共有

BIツール「Tableau」画面紹介１

県の普及指導員、JA営農指導員

であらかじめ、指導に使えそうな

画面を検討し、画面作成を委託。

※最新データは前日分まで

ハウス環境データ：4画面

病害発生ﾘｽｸﾏｯﾌﾟ ：1画面

JA出荷データ     ：3画面

外気象データ      ：2画面
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ハウス内環境グラフ



BIツール「Tableau」画面紹介２ 11

病害リスクマップ
高湿度×長時間のハウスで
病気の発生リスクが高まる

JA出荷グラフ
10aあたりに換算。

部会の平均や目標モデルと比較

②推進体制の整備

R3年度～　県に「データ駆動型農業推進」担当を配置

農業振興部 IoP推進監（副部長相当）

農業イノベーション
推進課

IoP推進室 クラウドの構築・運用7名

データ駆動型
農業推進チーム

園芸の専門技術員 5名
（野菜、花き、果樹）

普及課・所 県内9所属
野菜担当のうち、主要7品目
の担当の中から、各１名
計 9名が担当

農業技術センター 農業情報研究室 室長、研究員2名

R4年度　  JAにも「データ駆動型農業推進」担当を配置

3JA、計12地区 営農指導員 175名中15名の担当者
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    ③人材育成

研修 回数 県 JA 計

Ｒ
3
年
度

意識啓発講習（普及単位） 9ヶ所 115名 47名 162名

SAWACHI研修（Web） 3回 延べ124名

エクセル研修（Web） 4回 延べ 65名

Tableau研修 2回 18名 3名 21名

Ｒ
4
年
度

意識啓発研修（JA単位） 10ヶ所 30名 80名 110名

SAWACHI研修（JA担当) 1回 17名 17名

データ駆動研修（普及9年未満) 1回 24名 24名

エクセル研修 2回 25名 13名 38名

Tableau研修 2回 37名 14名 51名

事例発表研修 1回 25名 9名 34名
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研修内容

操作研修

「SAWACHI」研修

Model Method研修

エクセル研修

Tableau研修

事例発表

先進（優良）事例発表
　　現場指導の成功事例発表

　　　※普及指導員の全国事例
　　　　発表会で、2位を受賞
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体験発表
　　事始め、プロセスを発表

　　苦労した点、頑張ったこと

基礎研修

データ分析の概念

情報セキュリティ研修

グループワーク　等



3. 活動内容と成果
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データ分析事例

農業の職員は、目の前のデータだけ見て「さて」と思ってしまう。
これまで通りの方法論を考えてしまう。

高知県データ駆動型農業推進アドバイザーの力を借り、地域・品目
別の課題解決に向けたデータ分析を実施。

品目 データ種類 分析内容
ナス 環境、気象 黒枯病、すすかび病の発生要因を解明

ミョウガ 出荷、農家属性 気象を要因とする俗説の検証

ニラ 農家属性、出荷
作型・品種別に分解し、各モデルを作成。
→適正作型の組み立て

キュウリ 環境、出荷、農家属性 現状の産地分析、重点指導農家の抽出
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①データの推移を比較　②技術の検証　③産地分析主なデータ活用



指導事例 ハウス内の温度データと水平カーテンの開け方

8:00      8:10     8:20ベテラン農家：統合環境制御装置を
活用して、水平カーテンを徐々に
開けているので、温度変化が緩やか

8:20     8:30      8:40

新規就農者B：加温機の能力不足で
夜間温度は低いが、外気温が十分
上がってから水平カーテンを開けて
いるので、ハウス内温度は確保

7:20      7:30      7:40      7:50

新規就農者A：水平カーテンを
外気温が低い時間に開けているので、
温度が急に下がっている。
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    指導事例：部会活動／個別指導 18

部会費で25台の環境測定装置を購入

未導入農家へ一年間の貸し出し

ただ、データが見られるだけでは、農家の技術は

上がらない。週１回、県の普及指導員が出力した

ものを、JA営農指導員が持参して農家を指導。

帳票は県の普及指導員がTableauで作成。JA営農

指導員の意見を聞いて改修して完成させた。



指導事例の成果

導入1年で7割の農家が前年よりも増収。平均10％増の成果

この部会では翌年、更に８台を追加購入
これを参考に、県→ＪＡに環境測定装置126台分の予算を補助
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モデル農家との差を見て
どこに違いがあるのか
考えるようになった！

改善点が明確にな
り、対策が立てれ
るようになった！

4. 生まれてきた課題

すべてが始めての取り組みなので、
一歩進むごとに課題が。

一つ解決するごとに新たな課題が。
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「ヒト」人材育成の課題

現場で

実践

40%
何とか取組

35%

自信なし

25%

現場で

実践

30%

何とか取組

55%

自信なし

15%

R3 操作研修 R3 事例発表研修

3ヶ月後

現場で

実践

40%
何とか取組

47%

自信なし

13%

R4 事例発表研修

8ヶ月後
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Ｒ５年度は、
品目別ＷＧでデータ
の深掘り
能力別の研修を計画

自主的に即実践：3所属

様子見しながら後発：3所属

動きの遅い所属：3所属

2
年
間
の
成
果

「モノ・カネ」指導ツール（道具）の変化

分析用の
高性能PC

調査・指導用
タブレット
＋通信費

データ分析
ツール

現地検討会

情報交換
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モバイル
プリンタ

国事業に多大な

後押しをして

頂けている。

｢汎用性が高い｣
とタブレットや
PCは対象外。
通信費も認めて
貰えづらい。



「イノベーションの推進」

●IoPプロジェクト参画企業：71社

  ・クラウドの構築、クラウド連携型の機器・システムの開発

●データ駆動型農業の推進

　・データ駆動型アドバイザー：1名

　・BIツールの活用：4社
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官
民
連
携

事
例
化

●県内の優良事例を横展開

●県外とも積極的な情報交換

まとめ
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1,424 

2,253 

R3 実績 R4実績(2月現在) R5 目標 R9 目標

高知県農業＝IoP・データ駆動型農業へ
うち環境・画像データ利用農家

820 3,000

1,000

SAWACHI利用

JA出データ提供同意

JA出データ提供なし

4,000
274 401

328

2,000

500 500

5,500 5,500

4,000
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データ駆動型による
営農支援者数

351戸 794戸
(9月末時点)

2,000戸

終わり

今後とも皆様との情報交流、

ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
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環境制御技術、IoP、データ駆動型農業が

「施設園芸の定番技術」となるよう、頑張ります。


